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児童心理療法に関する研究(第 3報告)
プレイ ・セラ ピィにおける 2， 3の問題
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はじめに
初心者のプレイ ・セラ ピストを訓練するためには，ま
ず，笑際にケースを担当させ，そのセラピィ経験につい
て，スーパーパイズしてゆく方法がある。初心者にとっ
て，子どもと遊ぶときのセラピストの役割lが十分に把躍
されていないとき.起りうる危険としては，セラピスト
の役割を自分が知らず知らずのうちに捨ててしまって，
T-どものいうとおりに従い.ただの遊び友だちになって
しまうことである。そこて1 あらためて，子どもにとっ
て，遊びとはなにか? セラピストとはつを考えたい。
1.子どもにとって遊びの意味とセラピストのf鰭u
Eriksonl)によれば，現代のプレイ ・セラピィは次の
ような観察に基づいている。すなわち， i子ども (:i，自
分の遊びを当然に保護してくれている家族や近所の人た
ちに，秘かな憎しみや恐怖を抱いて不安定になると，遊
びの世界に平和をとりもどすために.理解のある大人の
保;量的な承認を求めるらしい。過去においては，祖母や
お気に入りのおばさんがその役柄を演じてきていたが，
今日では，その役得IJを職業的に研究して演じているのが
プレイ・セラピストであるJ0 Eriksonは，さらに 「遊
びを i~l じっくすということは，児童ltIlが提供する最も自
然な自己治療の}J法であるjと述べている。
Am ster') は， i子どもの遊戯活動は自然な自己表現
の手段であるので，遊びが子どもの治療に用いられる方
法について汁、ろいろと考えられ，試みられ，さまざまの
結論が出されてきた」と述べ，さらに「本質的に，遊び
というもの(:i， fどもにとってさまざまの怠味をもっ活
動であり，気持'ちのよいものであり， (-どもの世界にと
って欠くことのできないものであり， コミュニケーンヨ
ンの手F止であり.交換のなかだちとなり，試練の手段で
あり.部分的には，外界を自分のものに組み込み，支配
していく手段であるJと，遊びが子どもに対しでもつ意
味や価値を定義づけている。 i遊びは， 実際に治療に役
立つ関係をっくり上げるのに利用できる。この遊びは，
言語的自己表現が大人のように十分できないチどもに適
用すると効果があるし，考えを口に出すことに抵抗を示
し，また表現の能力がない年長の子どもにも有効である
幻」と，遊ぴの効用にもふれている。
Axline3)は， i遊びは子どもにとって，自己表現の自
然な媒体であるので，蓄積された緊張感，フラストレー
ション，不安定感，攻調書性，恐怖，当惑，混乱などを徹
底的に演じてみる機会を，子どもは与えられるわけであ
るJと述べている。
Ginott川によれば， i遊びは子どもの象徴的言語で
ある。遊ぴを通して， 子どもは自分自身や彼の世界ーにつ
いて，どのように感じているのかを言葉でいうよリ も，も
っと生き生きと， またあま り自己を意識することなし
コミュニケートできる。子どもはひそむ感情を述べるこ
とができ，禁止された脚本を行動化でき，そして対人関
係で生じるディレンマや精神内部のディレン?を下稽古
して，解決することができる。セラピストの役割は，遊
びの言語を理解し，子どもに彼が理解していることを伝
えることである」 。
以上述べてきたように，児童の心理療法においては，
理論的な立場は異なっても，遊びが子どもに対しで もつ
意味を見出している。そこで，これまでの研究者が明ら
かにして い る遊びの~:一味をまとめてみると， CarekS)が
言っているように.心理療法を受ける子どものために，
遊ぴは二つの一般的機能を提供する と考えられる。すな
わち，自己表現の機能とコミュニケートする機能とであ
る。心理療法において，子どもが遊ぶとき，その両方全
部が作用していると考えられる。
Smolen6 )は次のように述べている。 r心理治療は，
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一般に言葉を使って行なわれているが，子どもの個人治
療の過程では，セラピス卜と子どもとの聞に言語的な交
換がなされていなくとも，かなりの程度まで治療ができ
ることが，過去数年間の経験から明らかになってきてい
るJ。これは，子どもの心理治療の特異性を示すもので
あろう。実際に.われわれの治療経験によっても.仰jえ
ば，言葉を殆んどいえない情緒障害ー児や自閉的傾向をも
っ子どもの場合，その子どもは言葉を使わなくても，す
なわち，子どもは非言語的活動を通じて遊びを展開し，
それなりに心理治療の効果があがってきていることは，
観察その他の資料によってわかっていることである。セ
ラピストは，子どもの非言語的行動に対しでも，言語的
反応を示していること は多い。
一般的には，子どもとセラピストとの間では，かなり
の言葉がかわされているのが普通である。子どもは遊び
ながら言葉て'いうし，セラピストは，子どもの言語的行
動に対しても，非言語的行動に対しで も，適切な応答を
しているからである。もちろん，この適切な応答がなさ
れるためには，セラピストは，子どもの言語的なもので
あろうと，非言語的なものであろうと， 子どもの行動の
意義を.心理力学的な意味との関連で決定し.理解して.
それを通切な言語的，あるいは非言誇的な行動に移す必
要がある。このとき，セラピストとして心得ておかねば
ならないととは， 言語は行動のたんなるー側面にすき'な
いものであり.通例，治療においては，抽象的で象徴的
水準での行動の代用形式なのであり，意味のある治療的
な交渉は. 言葉がなくてもおこりうるものであるという
ことである。
子どもの遊びについて，診断的にまた治療的に見てい
くことができる。もちろん，この場合，診断と治療とい
うのは，はっきりとわかれているものではなし両者は
からみあっているものである。本t命文においては，まず，
子どもの遊びの中の非言語的な面を主としてとり上げて
検討してみたいと考える。
l.遊びを通しての子どもの表現
1.非言鰭的活動の定棒
Woltmann7 )は，子どもの非言語的・投映的活動につ
いて考察をすすめている。彼のとり上げている非言語的・
投映的活動というのは， 子どもの思考や感情を理解する
ことができるような非言諾的表現様式のことである。も
ちろん，子どもの示す非言語的活動の凡てが，自己を明ら
かにする意味をもっているというのではない。彼が第ー
に関心をもっ非言語的コミュニケーションは，子どもが
話し言葉の代りに使用する線，形，色，活動または遊び
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の型というようなものである。 Frankの定義にしたがっ
て，これを投映とよんでいる。すなわち，人が刺激に対
して反応するとき，予期されているような反応ではなく
その人特有の表現法で反応を示すとき，投映がおきてい
るとみなすのである。
Woltmann7)は，子どもの非言語的・投攻的活動を評
価するために，心にとめておく こ要因として.次のもの
あ』ずている。
( 1 )子どもは文化的または社会的ステレオタ イプとの
関連で，自己を表現しているのではなく，その活動に彼
自身の特異性を与えているものである。
(2 )子どもは同じように知覚し，反応しているのでは
ない。言語的におよび非言語的に自己を表現する能力は，
成熟の要因に依存しているのである。
子どもの非言語的活動の多くがその表現様式であリ.
子どもがコミュニケートする特別な言語と考えられる。
例えていうならば，子どもは，語索，文法，文章構造法
を使う代りに，その成熟的発達の程度に応じて，総，形.
色，運動，音響.遊びの型の選択，遊びの型の強度と持
続，集合の布置.反復その他多くの表現線式を使う とい
うのである。これらのさまざまなコミュニケーションの
手段を適切に評価するためには，子どもの非言語的言語
を解説し，理解するように努めるべきである とされてい
る。次に遊ぴの材料との関連でみてみよう。
2.非言際的的活動と遊びの材料との関連
a.可型的な材料
砂，水，粘土.細工用粘土，指絵具などが可塑的材料
と考えられる。これは退行的なタイプの遊ぴに使われる
ことが多い。もちろん，子どもが遊びの材料を使って，
どのように遊ぶのか， また遊びに伴って示す情動的状態
をよく観察するわけであるが，可塑的材料は道具である
と同時に意味を運搬するものであるので， このよう な材
料を選択したということは，それなりの意味をおびてく
るからである。
砂は，それ自身さまざまな遊びの型に役立つ。例えば，
高くしたり，くぼみをつくったりする組合わせによって，
子どもは， トンネル，山，川， さまざまな風it，地質構
造を.つくることができる。砂は安定しているので，子ど
もの身体を支えたり，子どもが砂に置いた物を支える。
プレイ・セラピィの途中で，子どもが砂場の砂の上に，
気持ちよさそうに寝ころがったり， うつ伏せになった り
することカまある。
水は，これに反して，流動的な媒体であり，永久的な
縞iaをもつものを作ることはできない。水の中に入れた
物は泳ぐか，漂うか，沈んでしまう。
d 
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砂と水で遊んでいると，子どもは.砂は汚くするもの
であるが，水はきれいにするものであることを容易に理
解 して，洗1僚と呼ばれるよ うな遊びの型が生れてくるも
のである。子どもは汚すことも好きであるが， きれいに
するこ とも喜んでやるものである。人形のnflを洗ってい
る子どもは，本当に熱中して愉しんでいる。さらに楳に
なった人形の従を締けずってやり，身体までもきれいに
洗った上で，新しいHflを着せてやる。浄化という働き と
ともに，このような遊びは母性的な要求を満足させるも
のといえよう。
iをぴの妹。体としての水と砂をまぜると，新しい可塑的
な媒体である泥がつくられる。水と砂の割合を変化させ
てやると，いろいろなj度度の泥水から可塑的な塊リまで
つくることができるとともに.それで・遊ぶこともできる。
砂や泥を役げたり，水をあびせかけたりすることにより，
子どもは，これら二つの媒体をすぐれた攻撃や防衛の武
器として使用するわけである。
これらの.JI<材のままの媒体は，発達を援助する上で屯
婆なものといわれている8.。その理由と してあげられて
いるのは. f-ども1;. これらの媒体によ り，環境の物理
的特性を大いに学ぶことができるからという ζとである。
すなわちむのが硬いとか柔かい，温かいとか冷たい，
乾いているとかしめっている，安定しているとか不安定
であることを.経験によって知る ことができるからであ
る.
1F過の子どもで1;.4成から 5)迄の問に粘土や可塑的
な材料を扱うようになるといわれるが.時には，大きく
なった fどもでも， 上述の原始的な遊びの媒体をi吏うよ
うな逆戻リを示すことがある。このようなことがおこる
のは.その子どもの自我が非常に未熟であるとか，発i
の面で遅滞があるとか，情動的に阻害されて，同年輩の
「どもと対抗ができないという場合であるともいわれて
いる。ま た.:'f~の発達が適切になされていなか った り，
言諸能力が乏しい Fどもにも.1百lじことがいえると考ーえ
られている刷。
実際に. (-どもの心理治療を行なっている場合，プレ
イ・セラビィの場面で.IT.、始的な発達段階である砂やi)(.
iJ~の遊びを，十mtllの耐按から， くり返し展開していく中
に，次第に治療的ながJ栄を見せてくる事例も経験してい
る。その中から二つの4'19IJをあげることにしよう。
事例 1 小学校3年生の男児。脳波兵治・が認められ，
~I丹生活への適応・は凶艇である。自閉的な傾向む示して
いる 本児は「沌立工.がJと休して，遊戯治療宅の床に
水を多i止にまく それから砂場の砂をトラソクへ偵んで
運び，水の kへあける。さらに水をまく作業と砂をかぶ
(3) 
せる作業を反復して行なう。 その作業ふ・リは.まことに
t時IJで然心である。治療面接を重ねていくうちに，水の
忌は次第に減少を示していった。
5，lIJの治療面接のと きには，中のチュープをぬいた占タ
イヤの空白になっているところへ.まず水を入札て. タ
イヤをセラ ピストめカペナてころカfしてくる。セラピス ト
の}j1;.タイヤを本児へむけてころがしてみる。本児と
セラピストとの聞でタイヤのころがしっ この遊びが燥聞
きれていくが，タイヤは真直ぐにころがっていくばかり
でなし ときには.途中でひっくり返ったりすることも
ある。すると，タイヤの中に入れた水がこぼれ出して，
床に水たまりができる。すると，本児は!ポ全部が水でぬ
れてしまうように，今度は，水をバケツに入れて，持ち
巡びながら予で水をくみ出して行〈 。床全部が水でぬれ
てしまヮと.r気持ちがおちついた。ス yとした」という。
水遊びの利点については.Hartley et al判の必文が
あリ，それを参照しながら，本児の湯合を考えてみると，
.IJl!.立工事にせよ，タイヤの水遊びにせよ.不安定な公持ち
を洛ちつかせるとともに.浄化的な効采をもっていたの
ではないかとJ思われる。 水を多盆にまいて，水びたしに
するという本児の表現には.それ以外に，やはり攻娘i厳
重~Jの l吐け口 として i謹んでいる ようである。敵窓，制 しみ
という情動が本児の場合，蓄臆されていたようで，それ
は，ノド児の母親からの報告によっても明らかであった。
このような水遊びは， くり返されていて も， 次第にそ
の強度は減少し，一応選択されなくなってしまう。そし
て.忠ぃ出したように，水遊びが選ばれることがあった
カ¥激しい Lのではなく，気持ちを柔らげるために必要
なものであったというように.セラピストには，玉虫解でき
るものであった。本児の場合は.他の子どもよりも，社
会的光速や積極性の面で遅れていたと考えられる。
事例2 小学校1年生の男児。軽度の脳波異常が必め
られる。ちえ返れと白閥的な傾向もみられる。 本児は.
バケツに水を人れ，砂場の砂をめがけて，何，f_.f;も水をぶ
つかけていく。ある手呈l支までf沙がしめりを必びてくると，
e応作業1;終りとなるが，砂場の砂が水分をおびるだけ
でなく ，水かけ作業により，床の方も水びた しになるこ
とが多い。
~IJの水遊びは，流しの水補に水がたまるように絵をし
た上で，水を勢よく出して，その水で，玩只のトラック
を水洗いする。本児が得心のいくまでトラ yクを水洗い
して.作業は終了となるが，本児の場合.水を?スター
するという妥求の満足と，触覚的な快楽が得らtl.また
攻幣的な衝動をみたすことができているようである
粘土や細工用粘土を使うと，子ともは自分が関心をも
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っている動物や乗物，人物像などを三次元的に表現し，
造り出していくことができる。粘土は押しつぶしたり，
ちぎったりした上で，それらを合わせると.またもとの
ように一つになることを経験できる。細工用粘土は，い
つまでも固くならず，何度でもくり返して使うことので
きる便利さがある。描箇したあとは，そのまま固定され，
変えようと思うと，消したり，色をぬり変えるなどしな
ければならないのに対して，粘主のような可塑的材料は，
軽いタッチを加えたり，押したりすると，すぐ変わりう
る媒体という特徴をもっ。また指絵具も同じであるが，
可塑的材料を使って，造形作業をするには，片手による
描画作業とは異なり，両手を使って材料を扱うので， 両
方の腕と手や指の協応が早くから行なうことができる。
子どもの中には，指絵具を汚ないからといって拒否する
子どももいるが，その場合，家庭において，清潔のしつ
けが厳 しすぎることが多い。このような子どもは.無理
に指絵具や粘土をいじらせるようにしむけると，母親の
権威に従うべきか，それとも反抗すべきであるのかとい
う葛藤状態に子どもを追いこむことになるので， 他のも
っと清潔な活動，仔1Jえば積み木遊びなどを選ばせる方が
よいとされている円。
b.描薗のための材料
鉛筆，クレヨン，絵具，木炭，径のような道具と，描
画によるコミュニケーションを展開きせるための紙，カ
ンパス，黒板のような材料をいう。
子どもは，自分の思うように，線や色を使って表現す
ることができるが， 三次元的に表現できる造形の場合と
はちがって.描画の場合は二次元的にしかあらわすこと
はできない。
紙の隅に小さく人物函がかかれた場合を考えてみよう。
これによって，子どもがコミュニケー 卜していることは，
次にあげるようなことである。
( 1 )自分が小さいという感じ
( 2 )大きな世界に圧倒されているという恐れ
( 3)自分を伸ばすことの恐れ
(4 )自分はとるに足らないという感じ
( 5)自分は震要性をもたず，価値がないという感じ
子どもは，このような感情をもっていても，それを言
いあらわす言葉をもたず，彼が描いたものに自分の感情
を投映しているといえ2る。その理由は，子どもは，われ
われと同じく，自分の見ているものを表現するのではな
しむしろ，知り.感じているものを表現しているから
である。上述のような人物画が小さく捕かれていること
は，その子どもについて診断的な手がかりを与えている
と考えてよい。描画は，子どもが自分を非言語的に表現
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する機会を広範聞に与えているといえるのである円。
この描画を理解するための基準として， Ram bert川の
あげているものは参考とすることができる。すなわち，
( 1 )外界の対象に情動的な葛藤を置き換えたり，投映
するものである。例えば，おびえた山を描いたり，こわ
がっているもみの木を描いたりする。
(2 )人気者や非常に強い動物，小人国におけるガリバ
ーのような巨人と自分とを同一視して描く。
(3 )重要と考えている細部を強調しすぎることがある。
例えば 1本の手に 7， 8本の指がついているように
描くなど。
( 4) 1つの絵の中に，いろいろな性格特性を示すもの
をたくさん圧縮しでかきこむ，いろいろな記憶を圧縮し
でかきこむ。
また，子どもにとって重要性を最ももっている対象は，
不釣合いに大きく描いたりするので，絵の中の対象の寸
法を十分注意してみることが大切である。
C.積み木
積み木は来構造の材料と構造化さねた材料の中間のも
のである。積み木を使って，子どもは自分の造りたいも
のを創り上げていく。例えl;f，大きな城飛行機，家な
どである。造った積み木の建造物をたたきこわす子ども
は，攻撃性をあらわしているし，積み木そのものを，防
衛の道具としたり，攻撃の武器と して使う子どもは，攻
撃をはっきりとあらわしているようである円。
d.玩 具
子どもが玩具を使って遊んでいるときは.何をそこか
ら知ることができるのか。一応玩具の遊ぴは大別するこ
とカずできる。
例えば，人形と家の遊ぴには，家庭のイデオロギー.
家族の布置を知ることができる。
家，木，自動車，飛行機，人，動物のような環境的な
玩具を使用する場合，子どもの注意を環境に向けさせる
ものである 7)。プラレールを使つての遊びは.その接続
の仕方，全体としての配訓，構成度などを注意してみて
いくと，子どもの心狸状態(安定か不安定か)，要求水
準の程度，成功 ・失敗という適応の問題についてとらえ
ることも可能である。
事例3 場面繊黙の小学校5年生の男児。熱心にプラ
レールと取りくむ。プラレールの接続は，最初入り組ん
だ配列の仕方から，次第に整理されて，すっきりと した
配列へと変わっていき，汽車は，大きな向型のレール上
を走ることになる。列車の長さも，走るのがようやくと
いう長い列から，車両の数を減らすこと により，快適に
走るようになる。脱線しやすい危ふゃなレールの桜続も
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強化され，しっかりとした情成をもつように変えられる。
本児は，最初の要求水準を下げることにより.一応の課
題成就という満足感を得て，心理的にも安定をとりもど
していることカヘセラピス卜に{云わってくる。
要 約
プレイ ・セラピィにおける遊びの意味について検討を
加え，遊びを通して子どもが表現し，またセラピストに
コミュニケートしているものを， どのようにとらえるか
について，遊びの材料との関連で考察した。
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Summary 
First we examine the meanings of playing in play therapy， and thcn， in terms of play matcrials， we dis-
cuss how to understand what children express in their play and how to interpret what they communicate to 
the therapisL 
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